
2月クイズ(高齢者) 全30問

Q1. 2月3日ごろに行われる、豆をまく行事を何という?

① 節分

② 七夕

③ お盆

ヒント:「鬼は外、福は内」と言います

答え:① 節分 節分。豆をまいて鬼を追いはらう行事です。

Q2. 2月14日、思いを伝える日として広まった記念日は?

① ホワイトデー

② バレンタインデー

③ 母の日

ヒント:チョコレートを贈ります

答え:② バレンタインデー バレンタインデー。チョコレートを贈る記念日です。

Q3. 2月の和風月名(昔の呼び名)は?

① 師走

② 如月(きさらぎ)

③ 水無月

ヒント:「きさらぎ」と読みます

答え:② 如月(きさらぎ) 如月(きさらぎ)。2月の和風月名です。

Q4. 節分の豆まきで追いはらう、こわい役は?

① かっぱ

② てんぐ

③ 鬼

ヒント:角の生えた赤い顔です

答え:③ 鬼 鬼。「鬼は外」と豆をまいて追いはらいます。

Q5. 2月ごろから咲き始め、春の訪れを告げる、よい香りの花は?

① ひまわり

② 梅

③ あさがお

ヒント:「松竹梅」の梅です

答え:② 梅 梅。春の訪れを告げる、よい香りの花です。

Q6. 節分の夜に、年の数だけ食べるとよいとされるものは?

① 豆(福豆)

② もち

③ みかん

ヒント:まいた豆を食べます

答え:① 豆(福豆) 豆(福豆)。年の数だけ食べるとよいとされます。



Q7. 立春の前日が節分。立春とは、こよみの上で何が始まる日?

① 夏

② 秋

③ 春

ヒント:「春が立つ」と書きます

答え:③ 春 春。立春は、こよみの上で春が始まる日です。

Q8. 冬の寒さがいちばん厳しいころを表す、二十四節気の言葉は?

① 大暑

② 大寒

③ 白露

ヒント:「大きく寒い」と書きます

答え:② 大寒 大寒。冬の寒さがいちばん厳しいころです。

Q9. 2月によく見られる、空から降る白い結晶は?

① 雪

② あられ

③ ひょう

ヒント:六角形の結晶です

答え:① 雪 雪。2月によく見られる、白い結晶です。

Q10. 節分に、邪気をはらうため戸口にかざる、においの強い魚は?

① さんま

② たい

③ いわし

ヒント:頭をひいらぎに刺します

答え:③ いわし いわし。頭を戸口にかざり、邪気をはらいます。

Q11. 節分に食べると縁起がよいとされる、太巻き寿司を何という?

① 恵方巻

② かっぱ巻き

③ 鉄火巻

ヒント:その年の方角を向いて食べます

答え:① 恵方巻 恵方巻。その年の恵方を向いて食べる太巻きです。

Q12. 恵方巻を食べるときの作法として、正しいのはどれ?

① 切り分けて食べる

② 願いごとをしながら黙って食べる

③ しゃべりながら食べる

ヒント:無言で食べるのがよいとされます

答え:② 願いごとをしながら黙って食べる 願いごとをしながら黙って食べる。無言が縁起よしです。



Q13. 節分の豆まきで使う豆は、ふつう何の豆?

① 小豆

② そら豆

③ 大豆

ヒント:煎った豆を使います

答え:③ 大豆 大豆。煎った大豆を使うのが一般的です。

Q14. 立春のころ、その年に初めて吹く強い南風を何という?

① 春一番

② 木枯らし

③ 北風

ヒント:春の到来を告げる風です

答え:① 春一番 春一番。立春のころに吹く、春を告げる強い南風です。

Q15. 2月11日の祝日「建国記念の日」は、何を記念する日?

① 海に感謝する

② 国の始まりを祝う

③ 勤労に感謝する

ヒント:日本の建国をしのぶ日です

答え:② 国の始まりを祝う 国の始まりを祝う。日本の建国をしのぶ祝日です。

Q16. 「梅」とともに「松竹梅」をなす植物のうち、冬でも緑なのは?

① 桜と桃

② 菊と藤

③ 松と竹

ヒント:おめでたい三つの植物です

答え:③ 松と竹 松と竹。松竹梅は冬でも緑の縁起物です。

Q17. 2月の異名「如月」の語源として知られる説はどれ?

① 着更着(きさらぎ)

② 葉が落ちる

③ 水がかれる

ヒント:衣を更に着る、という意味です

答え:① 着更着(きさらぎ) 着更着(きさらぎ)。衣を更に着る、という説です。

Q18. うるう年は、2月が何日まである?

① 28日

② 29日

③ 31日

ヒント:ふだんより1日多くなります

答え:② 29日 29日。うるう年は2月が29日まであります。



Q19. バレンタインに、感謝を込めて職場などで配るチョコを何という?

① 本命チョコ

② 手作りチョコ

③ 義理チョコ

ヒント:日ごろの感謝を込めます

答え:③ 義理チョコ 義理チョコ。感謝を込めて配るチョコです。

Q20. 節分はもともと、季節の変わり目を指す言葉。1年に何回あった?

① 4回

② 1回

③ 12回

ヒント:立春・立夏・立秋・立冬の前日です

答え:① 4回 4回。もとは季節の変わり目ごとにありました。

Q21. バレンタインにチョコを贈る習慣は、おもにどこで広まった文化?

① アメリカ

② 日本

③ イタリア

ヒント:お菓子会社が広めたとされます

答え:② 日本 日本。チョコを贈る形は日本で広まりました。

Q22. うるう年は、ふつう何年に一度めぐってくる?

① 2年

② 10年

③ 4年

ヒント:オリンピックの年と重なります

答え:③ 4年 4年。うるう年はおよそ4年に一度です。

Q23. その年の「恵方」は、何によって決まる?

① その年の干支(十干)

② くじ引き

③ お店が決める

ヒント:こよみで毎年変わります

答え:① その年の干支(十干) その年の干支(十干)。恵方は毎年変わります。

Q24. 節分の豆まき。豆をまくのは本来だれの役目とされた?

① いちばん年下の子

② その家の主人や年男

③ お客さん

ヒント:家の代表がまく習わしでした

答え:② その家の主人や年男 その家の主人や年男。家の代表がまく役目でした。



Q25. 2月22日は語呂合わせで「○○の日」。何の日?

① 犬の日

② 鳥の日

③ 猫の日

ヒント:「ニャンニャンニャン」と読みます

答え:③ 猫の日 猫の日。2(ニャン)が三つで猫の日です。

Q26. 立春をすぎてもなお残る寒さを表す、手紙でも使う言葉はどれ?

① 余寒(よかん)

② 残暑

③ 小春日和

ヒント:立春のあとに残る寒さです

答え:① 余寒(よかん) 余寒(よかん)。立春のあとに残る寒さのことです。

Q27. 梅の花を観賞して楽しむことを、昔から何と呼んできた?

① 観菊

② 観梅(かんばい)

③ 観楓

ヒント:梅を観る、と書きます

答え:② 観梅(かんばい) 観梅(かんばい)。梅の花を愛でることです。

Q28. 豆まきの「豆」。「魔を滅する」の語呂で選ばれたという説の言葉は?

① 魔滅(まめ)

② 真米

③ 摩耶

ヒント:「まめ」と読みます

答え:① 魔滅(まめ) 魔滅(まめ)。「魔を滅する」の語呂が由来の説です。

Q29. ひいらぎの葉といわしの頭を戸口にかざる、節分の風習を何という?

① 柊鰯(ひいらぎいわし)

② 門松

③ しめ縄

ヒント:とがった葉と魚で鬼を防ぎます

答え:① 柊鰯(ひいらぎいわし) 柊鰯(ひいらぎいわし)。鬼を防ぐ節分の風習です。

Q30. 2月が早く過ぎることを表す、昔からの言い回しはどれ?

① 二月は笑う

② 二月は逃げる

③ 二月は眠る

ヒント:一月は行く、二月は…と続きます

答え:② 二月は逃げる 二月は逃げる。「一月は行く、二月は逃げる」です。


